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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
4
0
0
部

10
月
21
日
、
拡
大
月
間
も
10
日

を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
板

橋
支
部
は
達
成
分
会
も
出
る
中

で
、
支
部
目
標
2
5
3
人
に
対
し

て
残
数
を
2
桁
に
し
、
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
に
勢
い
を
つ
け
る
べ
く
各

分
会
で
日
曜
行
動
を
取
り
組
み
ま

し
た
。

舟
渡
高
島
分
会
は
26
人
の
目
標

に
対
し
、
こ
の
日
ま
で
14
人
の
成

果
。
事
業
所
か
ら
の
新
規
採
用
が

成
果
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

午
前
中
は
組
合
員
訪
問
を
し
た
後

に
、
午
後
か
ら
赤
塚
公
園
の
一
角

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
交
流
す

る
と
い
う
取
り
組
み
を
行
な
い
ま

し
た
。

朝
7
時
過
ぎ
か
ら
、
分
会
常
設

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
9

時
に
な
っ
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

脱
退
対
策
も
兼
ね
て
組
合
員
訪
問

に
出
発
。
水
野
組
織
部
長
、
渡
邉

本
部
書
記
次
長
、
平
塚
支
部
書
記

の
グ
ル
ー
プ
は
訪
問
グ
ッ
ズ
の
た

ま
ご
を
渡
し
な
が
ら
、
組
合
員
宅

を
5
軒
訪
ね
ま
し
た
。
ゼ
ネ
コ
ン

の
現
場
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
Ｈ
さ
ん
は
夜
勤
明

け
で
休
み
を
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
対
話
に
応
じ
て
く
れ

ま
し
た
。
「
賃
金
が
低
い
」
「
腰

痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
状

況
を
聞
き
、
仲
間
の
紹
介
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

汗
ば
む
ほ
ど
の
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
は
約
90
人

の
組
合
員
、
家
族
が
集
ま
り
、
小

野
寺
分
会
長
、
水
野
組
織
部
長
が

「
今
日
は
交
流
を
深
め
、
仲
間
を

ふ
や
す
の
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

東
京
土
建
秋
の
拡
大
月
間
は
10
月
25
日
ま
で
に
3
2
2
1
人
の

新
し
い
仲
間
を
増
や
し
、
月
間
拡
大
率
は
2
・
79
％
に
到
達
し
ま

し
た
。
月
間
目
標
3
・
5
％
を
達
成
し
た
の
は
江
東
、
板
橋
、
豊

島
、
北
、
目
黒
、
世
田
谷
、
杉
並
、
多
摩
西
部
、
府
中
国
立
、
西

東
京
の
10
支
部
。
年
間
12
％
目
標
達
成
は
板
橋
、
豊
島
、
北
、
多

摩
西
部
、
府
中
国
立
、
西
東
京
の
6
支
部
で
す
。
10
月
最
後
の
土

・
日
も
行
動
を
組
ん
で
奮
闘
す
る
支
部
も
あ
り
、
目
標
達
成
に
向

け
た
最
終
盤
の
全
都
を
あ
げ
た
取
り
組
み
が
続
い
て
い
ま
す
。

赤塚公園に集まりＢＢＱで交流する舟渡高島の仲間

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合
は

10
月
17
日
〜
19
日
、
岐
阜
県
岐
阜

市
で
第
59
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
53
県
連
組
合
か
ら
1
5

4
4
人
の
仲
間
（
東
京
土
建
は
1

4
7
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

1
日
目
の
冒
頭
、
吉
田
三
男
委

員
長
は
仲
間
の
賃
金
・
単
価
の
大

幅
引
き
上
げ
こ
そ
大
き
な
課
題
だ

と
し
て
、
「
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、
住

宅
企
業
は
軒
並
み
最
高
益
を
あ
げ

て
い
る
、
原
資
は
十
分
に
あ
る
、

さ
ら
に
請
求
要
求
運
動
を
広
げ
よ

う
。
現
場
を
変
え
、
若
者
に
選
ば

れ
る
建
設
産
業
に
し
て
行
こ
う
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

勝
野
圭
司
書
記
長
の
経
過
報
告

を
受
け
て
の
質
疑
で
、
東
京
土
建

か
ら
石
村
英
明
社
保
対
部
長
が
新

国
立
競
技
場
建
設
現
場
や
多
摩
市

唐
木
田
の
火
災
事
故
現
場
で
の
現

場
改
善
や
労
働
実
態
の
告
発
を
通

し
て
、
組
合
が
動
け
ば
現
場
が
変

わ
る
と
い
う
状
況
を
作
っ
た
と
報

告
し
、
①
全
建
総
連
と
し
て
日
常

的
に
現
場
情
報
を
交
換
で
き
る
体

制
作
り
、
②
中
央
省
庁
、
日
建
連
、

専
門
工
事
業
団
体
へ
の
パ
イ
プ
作

り
、
③
組
合
を
超
え
た
交
流
の
場

を
開
く
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
第
34
回
全
国
青
年
技
能
競

技
大
会
の
上
位
入
賞
者
表
彰
が
行

な
わ
れ
、
金
賞
を
受
賞
し
た
千
葉

幸
大
さ
ん（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

2
日
目
は
10
分
科
会
に
分
か
れ

て
討
議
を
行
な
い
、
東
京
土
建
選

出
の
代
議
員
も
積
極
的
に
発
言
し

ま
し
た
。

3
日
目
に
は
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
支
援
・
協
力
、
賃
金
・
単
価

引
き
上
げ
、
消
費
税
増
税
反
対
、

憲
法
9
条
守
る
運
動
な
ど
の
諸
課

題
実
現
と
65
万
人
組
織
回
復
実
現

を
め
ざ
し
て
行
動
し
よ
う
と
う
た

っ
た
大
会
宣
言
を
、
全
体
の
拍
手

で
採
択
し
ま
し
た
。

秋
の
拡

大
も
い
よ

い
よ
最
終

盤
の
10
月

23
日
、
小

金
井
国
分

寺
支
部
は

3
・
5
％

目
標
45
人

に
対
し
て

34
人
の
到

達
。
順
調

に
来
て
い

る
よ
う
に

思
え
ま
す

が
、
目
標
残
数
11
人
に
対
し
て
対

象
者
13
人
と
厳
し
い
状
況
で
す
。

こ
の
日
の
夜
も
、
小
金
井
西
部

分
会
の
仲
間
6
人
が
小
金
井
市
公

民
館
貫
井
南
分
館
に
集
合
。
2
班

に
分
か
れ
て
訪
問
行
動
に
出
か
け

ま
し
た
。

分
会
書
記
長
の
大
竹
さ
ん
は
小

嶋
主
任
書
記
と
、
14
日
に
開
催
さ

れ
た
支
部
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に

参
加
し
て
く
れ
た
仲
間
を
数
件
訪

問
。
金
城
さ
ん
宅
を
訪
れ
た
と
こ

ろ
、ま
だ
仕
事
で
帰
っ
て
お
ら
ず
、

一
緒
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
参
加
さ
れ

て
い
た
娘
さ
ん
親
子
が
お
出
迎

え
。
大
会
時
の
話
な
ど
を
し
な
が

ら
、
お
父
さ
ん
に
伝
言
を
頼
み
ま

し
た
。

分
会
の
組
織
部
長
の
村
田
さ
ん

に
よ
る
と
、
こ
れ
だ
け
成
果
が
上

が
ら
な
い
月
間
は
初
め
て
と
の
こ

と
。た
だ
、若
い
仲
間
や
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
顔
を
出
さ
な
か
っ
た
仲
間

が
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
顔
を

出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
森
谷
分
会
長
。
残
り
わ
ず
か
で

す
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
成
果
を
出

す
ま
で
打
上
げ
返
上
で
頑
張
る
、

と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

金城さんを訪問する大竹さん（右か
ら2人目）と小嶋主任書記

発言する石村社保対部長

■
中
央
省
庁
の

障
害
者
雇
用
水
増

し
問
題
で
、
第
三

者
検
討
委
員
会
は

28
省
庁
で
合
計
3

7
0
0
人
が
不
正
計
上
さ
れ
た

と
発
表
し
た
。
同
委
員
会
は
水

増
し
の
原
因
と
し
て
厚
労
省
通

知
の
不
正
確
さ
や
正
し
い
理
解

の
欠
如
な
ど
あ
げ
た
が
、
亡
く

な
っ
た
人
や
退
職
し
た
人
も
計

上
（
国
土
交
通
省
）
、
矯
正
視

力
に
よ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
し

ぐ
さ
な
ど
か
ら
視
力
が
悪
そ
う

な
人
を
計
上
（
農
林
水
産
省
）

な
ど
の
理
由
を
聞
け
ば
、
意
図

的
に
水
増
し
し
た
の
で
は
な
い

か
と
疑
い
た
く
な
る
。

■
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基

づ
く
障
害
者
雇
用
率
制
度
の
も

と
で
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
で

き
な
い
民
間
企
業
か
ら
は
障
害

者
雇
用
納
付
金
を
徴
収
し
て
い

る
が
、
国
・
自
治
体
に
は
こ
の

納
付
金
制
度
は
適
用
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
は
、
国
・
自
治
体

は
法
定
雇
用
率
を
達
成
す
る
こ

と
が
当
た
り
前
の
前
提
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

障
害
者
雇
用
の
促
進
を
望
む
国

民
の
期
待
を
裏
切
る
行
為
は
到

底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

■
チ
ョ
ー
ク
を
製
造
す
る
日

本
理
化
学
工
業
は
メ
デ
ィ
ア
で

も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
が
、
従
業
員
の
7

割
が
知
的
障
害
者
で
、
経
営
方

針
は
「
全
従
業
員
が
幸
せ
な
人

生
を
送
れ
る
職
場
に
す
る
」
こ

と
だ
と
い
う
。
現
在
の
中
央
省

庁
に
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は

な
じ
ま
な
い
よ
う
だ
。
障
害
者

雇
用
が
進
む
こ
と
で
、
差
別
を

無
く
し
、
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ

る
職
場
に
作
り
変
え
て
い
け
る

と
思
う
の
だ
が
。

打ち上げは返上
あきらめず成果出す

日
曜
行
動
で
勢
い
を

板橋・
舟渡高島

交
流
を
深
め
仲
間
を
紹
介

小
金
井

国
分
寺
・

小
金
井
西
部

若
者
に
選
ば
れ
る
産
業
へ

全
建
総
連
が
第
５９
回
大
会
開
催

１１
・
２０
予
算
要
求

中
央
総
決
起
大
会

11
月
20
日
、
午
前
は
新
宿
中
央

公
園
で
対
都
要
請
行
動
、
午
後
に

は
日
比
谷
野
音
で
中
央
総
決
起
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
国
保
組
合
へ

の
予
算
確
保
、
賃
金
・
単
価
引
き

上
げ
、
労
働
条
件
改
善
な
ど
を
め

ざ
し
て
取
り
組
み
ま
す
。


